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研究成果の概要（和文）：本研究は，情報通信機器の未搭載車両を考慮した上で、衝突回避支

援システム（VCASS）搭載車両が走行中の周辺状況の認識とその情報広報を自動的に行うことに

より，安全な道路交通を可能とする次世代型システムの開発を行った。研究結果をまとめると

以下のようになる。 

１）非情報化車両の搭乗者のもつ携帯端末に、VCASS 機能を代行するシステムを装備し、車両

間衝突回避を実現する S-VCASS を開発し、その有効性を実験で確認した。 

２）歩行者の動きを追尾し、位置予測を行うことにより車両との事故回避支援を行う P-VCASS
を新たに開発した。 
３）関連要素技術として、RFID システムを用いた迅速で高精度の測距・位置情報獲得方式と
して新たに CRR 方式、S-CRR 方式を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）：This research dealt with vehicular collision avoidance in the 
environment of co-existence of vehicles with VCASS and without VCASS. The major results 
of this research are as follows. 
1) To develop S-VCASS system for non-VCASS vehicles and show its validity by 
experiments. 
2)  To develop P-VCASS for pedestrians to estimate the position information of them 
during their walking situation. 
3)  To present accurate and fast position estimation methods for RFID, named as 
CRR(Communication Range Recognition) and S-CRR(Swift CRR). 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 4,700,000 1,410,000 6,110,000 

2008 年度 2,900,000 870,000 3,770,000 

2009 年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

年度  

  年度  

総 計 11,000,000 3,300,000 14,300,000 

 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：電気電子工学・ 通信・ネットワーク工学 
キーワード：VANET、 次世代 ITS、 車両衝突回避、 VCASS、 車両位置測位、 
      ERUC（非常時緊急通信）、 S-VCASS、 P-VCASS、  



１．研究開始当初の背景 
先進国において ITS 開発は第２段階に入り，
安全・安心や快適・利便を視野に入れた本格的
な ITS 社会の実現が期待され，路車間通信を中
心に車車間通信を含めた各種研究が盛んに行わ
れている．特に車両間衝突回避は交通システム
の各種事故を劇的に低減することが期待され、
次世代 ITS の主眼と考えられている。本研究者
らも、すでに過去１０年程度の研究開発により、
車 両 間 衝 突 回 避 支 援 シ ス テ ム VCASS
（Vehicular Collision Avoidance Support 
System）を開発していた。しかしこれら研究の
多くは，すべて高度な車載情報機器の搭載車が
対象である。現実には交通トラヒック内での未
搭載の非情報化車両が存在し、搭載車／非搭載
車間の衝突回避が、解決困難な大きな課題とな
っていた。本研究は、高度 ITS 機器搭載車両が
今後普及していくための必須要素である未搭載
車両を含めた車両間衝突回避を扱った先進的な
研究である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、既に開発したVCASS未搭載の非情報

化車両を考慮に入れた上で，VCASS搭載車両が走

行中の周辺状況の認識とその情報広報を自動的

に行うことにより，安全で安心な道路交通を可

能とする次世代型車載情報通信システムを開発

を目的としていた。さらに歩行者の歩行状態時

の位置予測技術を高めることにより、車両―歩

行者間の事故回避も重要な課題であった。本研

究はこれらの交通事故一般を事前予測により回

避するためのシステム開発を目的とし、以下の

具体的な課題に取り組んだ。 

課題１） S-VCASSの開発：一般携帯端末にVCA

SS機能を装備し、端末保持者が車両に搭乗した

場合に、端末機器に車載機器VCASS機能を代行さ

せるS-VCASSの提案とその課題点の解決、車両実

験による検証を行う。 

課題２） 交差点における歩行者の位置認識と

歩行動作の事前推定により歩行者－車両間の衝

突回避支援を行うP-VCSAAの開発 

課題３） 車両周辺測距方式： スペクトル拡

散測距方式、赤外線レーザシステムあるいはRF

IDシステムを応用することにより、測距ならび

に正確な物体の位置情報認識を可能とする新し

い技術の開発。 

課題４）非常時緊急通信（ERUC）と即時状況認

識： 車載情報機器の開発の延長上に、突発的

な事故・災害・テロ攻撃などが発生した場合，

その発生直後の数秒～数10秒程度以内に、周辺

に位置する車両情報機器や携帯端末間で位置や

移動情報の広報・交換を行い，発生した事件・

状況の特定や避難・救助などの緊急情報の瞬時

の獲得を可能とする，新しい通信システムの開

発を試みる。また大規模災害時において、無線

基地局や情報センターなどの既存情報インフ

ラを用いず，災害エリアに位置する通信機器群

でアドホックなネットワークの構築を行う。 

 

３．研究の方法 
各課題に対する研究方法を概術する。 
まず課題１は、車両衝突回避を実行する携帯

端末システムの開発である。最終的な目的は携
帯電話など現時点で普及している端末が目標で
あるが、研究ではノート PC を携帯端末と想定
し、システム開発を行った。最も主要な問題点
は、端末保持者が VCASS 未搭載車両に搭乗し
た際に、携帯端末が自動的に状況を判断し、
S-VCASS 機能を実行する点である。このため、
端末を保持して移動しているユーザが、現時点
でどのような状況にあるかを、その動きで自動
的に判断し、S-VCASS 機能の実行を決定する。
アルゴリズムならびにシステム・ソフトウェア
を開発し、3 台の実車両を用いて実働実験を行
い、開発システムの有効性や性能を確認し、逐
次補正を行った。実験状況を図１、２に示す。 

 

図１          図２ 
 
次に課題 2 では、歩行者と車両の衝突回避を

中心とする。道路上を数１０km 程度の速度で
走行する車両の位置情報ならびに位置予測は、
比較的正確に行うことができる。これに対して
歩行者は、道路歩行時あるいは交差点などにお
いて、車両に比較して、速度は格段に遅いが、
その動きや方向性の自由度は極めて高い。これ
は歩行時にちょっとした思いつきで急停止した
り、突然方向転換したり、急角度で曲がったり
など、数学的な予測が車両に比べ困難となる。
このため、本研究では、主に交差点周辺などに
おける歩行者の動きを解析し、車両との衝突危
険性の観点から安全側の位置予測を行うシステ
ム開発を行った。開発したシステムの有効性は、
実車両を用いて主に実証実験を実施した。実験
の様子を図３、４に示す。 



    図３         図４ 
 
課題３では、要素技術として各種測距方式の

開発や実験による比較を行った。なかでもＲＦ
ＩＤシステムを用いた短距離測距ならびに位置
情報獲得については、ほぼ瞬時に高い精度で位
置推定を可能とするＣＲＲ方式ならびにＳ－Ｃ
ＲＲ方式を開発し、ロボットを用いた実験によ
りその精度を測定し、有効性の検証を行った。
実験の様子を図５、６に示す。 

 

   図５          図６ 
 
課題４は、突発的な事故や事件が発生した場

合、その周辺に偶然居合わせた被災者は、生命
の安全のために緊急避難を行う必要がある。避
難の際、発生した事象やその場所、避難方法な
どに関して有効な情報があれば、安全な避難の
実現性が大幅に増加する。本課題は、この種の
突発的な事故・事件の発生を瞬時に検知し、近
辺の被災者に情報提供しようとするものである。
本研究では発生検知を中心に新しいアルゴリズ
ムの開発を試みており、現時点でいくつかの提
示を行い、より有効な方式の可能性を探ってい
る。本課題では、関西大学中央体育館内部に３
０ｍ×２０ｍ程度の仮想的な市街地の一部を構
築し、１００～１５０名程度の被験者にたいし
て、仮想的なテロや火事を発生させ、その避難
時の行動データの収集を行った。 実験の状況
を図７、８に示す。 

 

図７          図８ 
 
４．研究成果 

本研究は，情報通信機器の未搭載車両を考慮

した上で、衝突回避支援システム（VCASS）搭載

車両が走行中の周辺状況の認識とその情報広報

を自動的に行うことにより，安全な道路交通を

可能とする次世代型システムの開発を行った。

また本研究課題に関連する要素技術として、測

距・位置推定法ならびに非常時緊急通信方式の

開発を行った。以上の研究結果をまとめると以

下のようになる。 

１）非情報化車両の搭乗者のもつ携帯端末に、

VCASS 機能を代行するシステムを装備し、車両

間衝突回避を実現するS-VCASS を開発し、その

有効性を実験で確認した。図９は端末保持者が

車両に乗車した際、車両に乗車しているかどう

かを判定した結果を示す。乗車直後の車両走行

速度が低い場合のみ誤判定が見られるが、全般

に正確な判定がなされていることがわかる。 
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図９ 端末保持者の移動速度と状態判定結果  

 

２）歩行者の動きを追尾し、位置予測を行うこ

とにより車両との事故回避支援を行う

P-VCASS を新たに開発した。図１０に、

P-VCASS による歩行者の位置予測に対する誤

差を示す。誤差が最大 2.5ｍ程度に抑えられて

おり、高い推定精度が実証された。 

 
図１０ 歩行者の位置予測誤差 

 
３）関連要素技術として、RFID システムを用
いた迅速で高精度の測距・位置情報獲得方式と
して新たにCRR 方式、S-CRR 方式を開発した。
S-CRR による位置推定誤差特性を示す。 従来
方式に比べ、S-CRR の誤差が十分に低く抑えら
れていることが示された。 
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図１１ RFID タグの位置推定誤差 

 
 課題４については、仮想的な市街地における
パニック型避難実験により被災者の動きやその
傾向などのデータ収拾を行っている段階であり、
本研究で提示した事故・事件検出アルゴリズム
の有効性確認には未だ至っていないのが現状で
ある。今後、非常時緊急通信方式の開発を行っ
ていく所存である。 
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